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農業 用 た め池 の 地 震動 に よ る被 災 要 因に 関 す る研 究  
－ 2 0 11 年 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 を 例 とし て －  
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 我 が 国 の農 業 用 ため 池 は 古墳 時 代 から 築 造 され 、現 在 、約 2 1 万個 が 全 国 各地
に点 在 し てい る 。 2 0 11 年 3 月に 発 生 した 東 北 地方 太 平 洋沖 地 震 （以 下 、「 東北
地震 」 と いう ） で は、 福 島 県内 の た め池 が 決 壊・ 氾 濫 し、 死 者 ・行 方 不 明者 を  
出す 惨 事 とな っ た 。農 村 地 域の 人 口 減少 や 高 齢化 の た めに こ の 地域 で の 防災 力
が脆 弱 化 する 中 、 頻発 す る 大地 震 に 対し て 決 壊す れ ば 甚大 な 被 害を も た らす た
め池 の 被 災危 険 度 評価 は 必 要不 可 欠 とな っ て いる 。  
 た め 池 は一 般 に 小規 模 で ある た め に 地 震 計 の設 置 が なく 、 震 度規 模 な ど 揺 れ
の捕 捉 が 困難 で あ った 。 ま た、 災 害 報告 が 調 査・ 研 究 者個 々 の 主観 的 判 断 に 委
ねら れ 、 多様 な 被 災要 因 が 包括 的 に 整理 さ れ てい な か った 。 例 えば 、 震 央に 対
する 堤 軸 方向 と 被 災率 の 関 係な ど 研 究事 例 毎 に 見 解 が 異な り 、 総合 的 な 評価 手
法開 発 に 至っ て い ない 。一 方、気 象庁 は最 大 震度 5 弱 以 上の 地 震 時に 1 k m メッ
シュ 推 計 震度 を 公 表し て お り、 被 害 想定 や 予 測に 既 に 利用 さ れ てい る 。 ため 池
でも 実 際 の地 震 被 災情 報 が 入手 で き れば 、 推 計震 度 に よっ て 実 態を 踏 ま えた 被
災危 険 度 評価 が 可 能と な る と推 定 さ れる 。  
本 研究 で は 、た め 池 の危 険 度 評価 に 向 けて の 被 災要 因 を 多角 的 に 客観 的 に評
価す る こ とを 目 的 とし た 。 その た め に、 甚 大 なた め 池 被害 が 生 じた 東 北 地震 に
つい て 、気 象 庁が 発表 し た 推計 震 度 、た め池 デ ー タベ ース（ D B）及び 国 と被 災
県か ら 入 手し た 被 災情 報 を 基礎 デ ー タと し て 用い た 。こ れら の デ ータ を 用 いて 、
ため 池 毎 に推 計 震 度を 求 め 、地 形 ・ 地質 、 堤 軸方 向 や 堤体 形 状 の個 体 要 件 と 組
み合 わ せ て、 多 角 的に 被 害 の検 証 を 行っ た 。 被害 の 指 標と し て 、被 災 密 度と た
め池 被 災率 R d を 定 義し た 。  
本研 究 か ら得 ら れ た主 な 結 果は 次 の 通り で あ る。① た め 池被 災 率 R d は推 計 震
度が 5 弱 から 発 現 し 、推計 震 度 の増 加と と も に増 加 す る 。しか し 、 R d は 必ず し
も震 央 距 離が 近 い ほど 増 加 する と は 言え な か った 。 ② 被害 の 大 き か っ た 福島 県
中域 で は 、堤 軸の 震 央へ の 方 向を 表 す 指標 と し て 、堤軸 震 央方 向 角 度 ω i を 定 義
した 。震度 6 弱 ま では  i = 2 7 0°つ まり 、堤 体 下流 面 が 震 央と 正 対 する 場 合 に R d
が大 き な 値を 示 し た 。震度 6 強 では ど の方 向 でも R d は 大 きな 値 を 示し た 。③ 被
災レ ベ ル を 5 段 階 （レ ベ ル 5 が 最 も 被災 度 が 高い ） に 、た め 池 サイ ト の 地形 を
5 タ イプ に 分 類し 、福島 県 を 詳細 に 分 析し た 。被災 レ ベ ル はレ ベ ル 3（中 程 度 の
被災 ） が 過半 数 を 占め た 。 また 、 被 災は 地 形 の影 響 を 強く 受 け るこ と が 明ら か
とな っ た 。④ 堤 体 形状 と R d の 関 係を 明ら か に する た め に 、 堤 高 （ H）、堤 頂長
（ L）、 堤 頂幅 （ W）、上 下 流 法面 勾 配 （ 1： U 及 び 1： D）を 形 状 特性 と し た。 H
は R d に 影 響 を及 ぼ さず 、どの 堤 高 でも 一定 値 を 示し た 。L の増 加 に とも な っ て、
R d は 増 加し た。H が 高 く W が 広く 上 下 流勾 配 比 (D /U )が 小 さい 組 合 せに お い て、
R d は 大 き な 値 を 示 し た 。 ⑤ 以 上 の 考 察 を 基 に 、「 た め 池 地 震 動 被 災 要 因 の 概 念
図」 を 提 案し た 。 この 概 念 図は 要 因 間で 階 層 構造 を 有 し、 下 部 階層 が 大 きく 上
部に 行 く ほど 小 さ くな る 台 形状 を し てい る 。 つま り 、 底辺 の 幅 が広 い 程 被災 リ
スク が 大 きく な る こと を 示 して い る 。下 部 は 環境 要 因 であ り 、 強震 動 地 震、 広
域的 地 質 及び 推 計 震度 の 順 で下 か ら 上へ 構 成 され る 。 上部 は 個 体要 因 で あり 、
それ は 外 部と 内 部 要因 で 構 成さ れ て い る 。外部 要 因 はサ イト 地 形 と堤 軸 方 向 が 、
内部 要 因 は堤 体 形 状が 構 成 要素 で あ る 。 な お 、本 研 究 では 言 及 して い な いが 、
堤体 材 料 や構 造 は 、内 部 要 因 と し て 位値 付 け が可 能 で ある 。 こ の概 念 図 によ っ
て、 こ れ まで 震 度 との 関 連 で 曖 昧 に なっ て い た被 災 要 因 に つ い て、 要 因 毎の 関
係性 を 説 明す る こ とが で き る。  
以上 の 様 に、「 た め 池地 震 動 被災 要 因 の概 念 図 」に よっ て 被災 要 因 相互 の 関 係
を明 ら か にす る こ とが で き た 。今 後 、 ( a )地震 時 緊 急点 検 では 、た め 池毎 の 推計
震度 と 堤 体要 件 を 踏ま え て 的確・効 率 的な 点 検 実施 に 資 する 、( b)農 村 地域 の防
災・ 減 災 対策 の た めの 大 規 模地 震 発 生時 の 災 害想 定 の 基礎 資 料 とし て 貢 献 で き
ると 思 わ れる 。  
 
 
